
灘．？（灘）騰

北　海　遵　鷹　騰　原　町

　　　　　　　　　　　　　地　質

麟　薦

鴻喜鉱晦付近の

・鉱　床

敬　一繁

《轍撫齪懸騰蕪無韓欝離薦簸響憾懸繍購慧．瞬鷺軽灘臨蔓鷺麟驚鰻臨

　　　　　　　撫輪w総識燃鍵無蓋肇£難繍麟騰撫縞鎌蝿蛍繍隷藷

　　　　　　無y

K磁薇気￥蹴鷺（1＆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　湘蹴聡ct

　　　　　　　　　　慣鷲K灘穿蜘輪w徽羅1、幡鍵〔脚営頁1卿麟，戯顔雛／l達冒1讐魏群騨r，緬麟麟礁

　　　　　i雛齢£轍翻脚t暴ぐ》ヂs賦麟｝dKlt駄麟鷹翻蟹繊t．iq）ぎ脚1瓢㌔蔓）　細醗，叡妻無瞭細灘

　　　　　d叩麟i醸Q雄1雑s・瓢h礁n至1瞬（｝ま＼豊1顧魔1〔〉摂ン£㈱峯際蜘傭£＄漁醸≧c灘r三駕IKi雛撚1

　　　　　〔簸麟，r鏡．

　　　　　　　　　　　撫宏臨ξ藁鵬護，1鷺y泌磁獣乏勧灘撚lli〔撫ギ鍵凝震’肇ξ愛極読漁隻磁繊墨慕1獅構伽（x搬諜画輪瞭（l
　　　　　s糖罵難，娘℃sw漁瓢獣c支（）黒獄鱗鍛（口》翻灘＄．

　　　　　　　　　　『置礁悔灘1磁f韓陪縢戯冠〉fNξ灘藝轍丁雛繍y（）擦蜘鎮難灘！蓋号麟｝翻y鱒d奨ξ識Y轍≧漁

　　　　　f（）賞雛菰t圭｛〉て工摯工戸蔦頴糠三y　ε誌　t熱鷺　鷺ユ歌工馨至議鼠三雛｝鷲鷺〈）£孟婁轍顎禁（1（瀦鷺艦

　　　　　　　　　　「罫擁機醗轟溝｝縫雛γ献礁繊慧榊壽淑〉fv綴轍綴く1歪礁翻ぐh熱融y鍵むきdε繍緬隷碍重鷲麟

　　　　　鮭騨零Ofゆ剛s顯．三畷嬬羅膿蕪聡竃《）蝕1買醸贈，（双雛獣置鷲，鋤雛琶躍／（き（浜癒鷺蝋i鰍

　　　　　r融絃至w楠麟豪烈・麟禰爵賑，置継繊欝鐙c総撫）w重厩（加灘離聖細畿鍛鞭欝復灘婚熱囎伽ゴ

　　　　　t綴瞬c癒撚畿v幽脚、量n醸鮮燃i麟1鐸獣ks，至麟，晦N7（）壌，醤欝〕藍涯賦撰織）／W・

　　　　　　　　　　　蜘欝r掘曲癬盆億λ蜘・磁ε鳶翻u）灘醒撮摺！｝｝ξまY伽糠漁貫1羅鹸驚畿K轍犠買廠漏

　　　　　醒Y論聡i影鎌ほk隻灘w鵬！ヱ急1舞樵熱叙x騨）鋳ま鰍繍慧眠／競騨雛。1顎磁顕嵐灘麟瞬Y麟購iヱ三「至1鶴

　　　　　副嶽礪（赫麟・群由脚麟・fY轟｝囎1器叡慧x職まr譲臨醸彫醸勢顛撚灘1茎）／購ぬ／瞬臨繍

　　　　　、醗（聯贈㌶敷

　　　　　　　　　　Or栂卿麟ね嶽is羅麟蹴騨畷cξ蜘1麟蜘貯｛iラ1融融wl勲ll襯瞭嫌麟匡気1欝ξ細

　　　　　騨ぎ繭壌寒卿四＝輪藏iτ罵繭鷺輔麟《職獅1興敵繍1脈陛戦趨賑も！iy撫騨『P（・き蘇it臨躍／

　　　　　欝憾麟慣漉㍑蔀r譲窯副顛編漁遭蹴ゑ里至鰍鷲四露1融焦

　　　　　　　　　　　ぐ）騰畿鮮》麟蹴縫浅1（）翻》〔罫麟㍗萎堺細鼎翻鵜）卿鷺一騨葡獄願慰繍蹴蔽v顧s討葺憲獣兼

　　　　　継灘漁1鰺響纏≧齢ま・｛慧癩羅露獄蓼・町yξ⊃／騰轡癖！走∋鎗1）至猟購購撮峯．》》響｝蹴泳蓑1｛撫鍵償継翻

　　　　　騒鷺撫竃論罵魚《漏穣≧d礁．

　　　　　　　　　　　難y置～三糠　笈鷲畿ぎ　無載㍉・（嚢　ヂ職’工嶽《雌　獄l　t歪勲で繋　蹴鼠9鷺醸　（津ヂ墨滋i灘鍵鷺ll驚斌1ぐ鋪黛，

　　　　　　　　　　　ゼ翫蝶騨藷、鷺鷹（｝£麟隙灘長i蹴i轍1繊隷熊）w慰

　　　　　置〉数辮駕騨齢鷺（ン胎y醜（脈騨臓1照1麟纏）y量渓tの嚇畑rw難1童至融油繍紅｝灘瓢1麟廊一

　　　　　　　　　職1、沁r／

　　　　　2）罫㈱蝋孟戯縛麺yrl醸瞬岬yヱ伽咽鯉燃顧紬撤鷺d雛v伽（灘麟歪《壌螂R編婆騨宅の額継擁・

　　　　　　　　　wi漁ζ報蟹1窒，i躍呈嚥麟鵡盤t「1（、）n鎌1雛軽瞬電．繍．箋i頒

　　　　　3）F耽騰翻鱒乏降£1織顧王li業騨猟翌讐騨1瞭1α薯蝕1（西cl（癖（紬（〕撫験厩（嘩ン謬麟ご慰～紬雛呈蟹竃

　　　　　　　　　灘羅麟蹴繍総

概窺海瀧実醗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聯バ！鋤

鐸



地獣調 嶽翫、鷺滋（第捻巻第導号）

　　　　　　　　　　　　　　饗　　蟹

　潜1　鋤諸 翁鯉盤滋1碧／／蓑鋳ill．1．1を包歪鋤》すぞノ擁鱗調三重蕪懸憐観ま摯　い疹

雛〉る二紅．鷺戴ね爵熱議ニグ　ll纈黛裏重援二弄、鴇し，〆てレ、難。　運蝿雛三禽μ　れ！ご

い　　諏獅1　’は，　承臨1、賊t燕（・、）中務i灘驚／繊／こ求窒ける灘D蘇｝魯

1壌嬢韓鋤藩報重テ・部‘．）醜i騒を海衛’霧一も薪．）と一蓼えら治。てレ・る，こ，

　，駅i〉く津窯び藷疑工、，、紅な壌乳も賦壕寒1繋艶fヒ無潔群纏　1、／轡頴1誓く1か・ら

難講甥／！留・二諺籔　れ・，　魯鍵条躰野羅糞鐘、拷韓巌嵐を癒し、撃　ド…ムベ）のく一

ジぐソ）1黄構繕難、を鷲緊ずごと力鶴多レ・、，　こ｝森、を／鷲ザ　、新1癖謎三激三（為

　艇轡類が分布し，，こ．才1．あの地厚、をい、・て澄ζ叢・は覆つ

て各種の火成岩類が発達し、2ぐいる』れらの火成撃類眞

諾むぴ）緊澱　 1韓藁勤鐘よ船亭変馨芝賛柵．用の達　影臨な，ど7外ら1瀬劾ぴ）霧寺

期を着干区躍駐．ドて考えるご、と、．’”でさ　，これぎの火成澱

重懸寒撃難篭宰浸グ化1　蕪蓮無．imlある1、涛意蘇縁鷺絹鎌ll、、i勝翼櫛遡，、一・二腕グ麟鈴．

るlk難坑警養璽尊とをよ詳を鑓’）終1容を漆就丈り墜難こ二し，「戸てい護〉，、

　黛麺蝿嶽糞伊鐙1ま昏ま趨，1難韓鷺難『二纏看し．、て．ヒま嶺に捻　二軸垂艮鐘諺醤ミ

〉墾夢1配賛鄭轍韓誹重穰嶺翁ヤポ醗翁　ノ影毅（ダ．）／賦序｝1勤凝）侮藩韮レ渥あ難，，

昏籔、舞鰻幾。玄警（ア．乃変黎数こ暴燐イ慧ヂ詳薦1曲1講“、封雛ヂ鐸ノ醤オ雪、虹び講鐵慈

塚蓄イヒ難琴響寿み一、）れ、さ　！　糞雛聾に1沢1駿鑛戴ず1含／／緋鍔1嵯緑薦薯革遅ヒヂ1三

擁1ン製絹写1嚢塗れ、℃斗、るう

　擁凱麺鱒威の鎌耳冒ノ1窪ノi歓／緯護豊麟乏のヲi嚢欝職と火／戎ぞ麟鎮奢，と紅整鎌妾

轄僕雄艦／』ぐ峯計なオ　1　朔い、瓠），鍵瀞iモ（Fテ1海戎季、よ，　ま）　鉄鍵瀦．）

1、享鵡1蟹』磯り，2）塊状誉、鉄鉱鉱脈）3）破砕作用，誌）緑

泥石一！．避．鉄鉱一一黄鋼，寡、鉱！．、1，勤石英一一．、渉繍』翌、銅鉱一

1縄璽：1翼驚広一プず輩li．鰍属菰建海　毒》蕪英一壌嚢　失、籔、　　ミと｝誉賛膨貯一愛蓉

鉄鉱鉱脈，奮金韓、鰻鱗奨脈の瀬葺テズ爵れた．、

璽．　1激　も　力竃　欝

！

　　　　》＼

　　バ当“、詠

△◇☆峯
♂ノ冒　ピ渠　　誕、オ

　　　　1〃風，）
　　　　警醐鞭～／（　姦

　　　　　㌧、　　…　／　＼

　　　　　　1＼ノい

ノ騨　　　、

ぎ　　　　」
複　　　　’

P

｛
＼

～

　『油餐斡劃節麟i翼湘133擁、こ隻施1しゾご牽文頚欝繕畷三1鷺1難覇“灘島礁羅鉱

1．！l漆、．夕、トび1声むの賜慧説玉也！域にオ、ぎけ≧ξ〉浅幾ダ質鉱3駅ll藝難」、｝経携　 覇機

り熱鍵8）ノ池｛　　学あ葺）、　こ、4）蒙講彊猶よシ　辞ず饗　二財導翁i3玉織勾う・』

『　鉾赫婁し．』ぐいゼ、）1繊／票童1翻翼1σ）簿i繕鍵蚤と「一滋噌　》もグ．）である，，

郡了醗慧蔓： 1三“びは強　　　，ツ　紮灘蚕畏鋭諺ジ糞嚢載1、諺艶鉱惣こ，オ．すけ髪既鉱繋芝

構造の解明，地霞構造乏鉱床、二の関弊　　1〉い乎，菱購噌を形

藩疑すゐノ臼、英壇糞る灘．銘綴など！、，l　lどがi、え渚こ，；本1調謹釜　　振π．

れ、らの威果を基磯として，零ら紅銅溜鉛華茎斑鉛鵡床の生

鐸業にi漏　　／ 嘘　霞欝覇轡柔＿、ツく藩贈藷叢毒の娯三黛幾＞を響お．麟墾轍し．、，

胤れ、と驚墾海二』　≧魯舞　＝、肇とメ乃窯郵虹を、，業みヅこ．　醸力こ、1賦1畢潔，

奪努に〆　》、て穿　1賦イヒ作舞導4）∫各1痔簿1，、醐おける婆鉢盤三1鑛麟気り　製磯勿

の餐藝繋むを拶躯）ノノ1二動ること1、蚕どを獺自勺とし

慧．位置および交通

　多i講、護響滋置繊㌢譲糸文藩嚇第盤三欝三糖欝勤　、獲　　套　暮万渉〉の釜．ま毯ヲ疹図

仇瀬布鈍塘擦隅に樹篶、9偽戴猶約叡m，購北約驚
藍mぜ）蚤也葦菰であξタ　（鐸事i騨D、

崖〉雌熱懸葬菰由A難窒。践翼

墨）　纏薄趾褻或iil　A鱗ヲA蕪

望7）ぎ義．ノ．／二露戴i携！、鱗蓼A慰

、、1　嚢　蓑斌蕪．i　A類．Ag賢蕪黛

A募　　三3）勲

ごii（〕貸，玉：》董）撃灘1

やbワ慧鷺　　t8、霧

．《纒ヲ（⊃“き王）無ザ駕u

鷺3〉i、製賑熱i　l　A蒐為A総　溢）臨騨鉱i　i　i　A慧，A叢　瓢）規野鉱l／i　H鋸2§〉

｛鶴　　繊舞i　A鵯A黛　欝）干黄鉱鞘A魏，A暮魑》大蛍鉱虫A慧，A、駕　2鋤

北羅輪舞A犠．A薄　30〉饗i騰穂A撫，燕鷺　31．）激1．腕A難，A鰐　32ア、碧

言鑑1…A疑，A窪33〉常愚鱗1痔｛薩鋤鵡曜譲汽嬬，Ag3轟）購磁
lii汽u，Ag　繍）幽1峯鉱韓i　A貸，A駕　37）　イ1・ムカ蜘彙登翼　3慧、慰
・1コ難、A鱗，A慧　齢）　　武勇A猿，A慧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鉱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　が嵐　・』　　　　一1－

　　　　　　　／N　 物）　　　1

　　　　　　　ノ　絃》　　　難　　　i

　　　　　、㌧琴、辱　　1
　　　　　　　　ゐうノ　　　　　ンく・！　　、駄
　　　　　　　　あペナドぐフ　　　　　　ヤ

ムズ▽∵灘欝㌻◇

▽イ甥勲驚㌶グ　1
　　　緕◇1☆1，晃』◇

♂』りづ凝∵／7グ
　　　　　　　ジニンー＼　　．／ブ　　ヂ）野『・・獣

　　　　　　　〆　　　　　　．、勤㌧ノ　　’　、＿、／『　　　　　　丸
　　　　　　　瓦＼、一“内、艀興、バー・〉〆　！　　　　　　x
　　　　　　〆　　　莞　　　　　　ご　ノ　　　　　　　　　＼、
　　　　バ』ノ　　　　　　』ノP～臼ノ■“一、「　　、／

　　　　　　　　　　　　　＼て、

　l　l翼　　蝿ヒ昆寒率嬉／蓑漁蚕繊劃1鎌憂ン雄享翼卜 『　／　　隙i

　　　　2）　灘　気肇　諏媛　A篇弾A慰　3）露衛癬難（⊃雛特欝熱サ灘n

　　　　5〉　ウツツ鎌lil蓬銭黛　　導）　牽ii灘葬澄導u予歪遷》ヲ翼慧

　　　　　鋤　藏麟・鐵鉱“i臓黛　　麟　驚紋謬導鉱毒c鞭　鐙〉

　　　　　　慧）二爵羽舞乱嚢憲　 A慰　捻）才翼ノ．．1二鉱羅、1嚇A鷺蜜

舞難1由A雛，A懸サs総　舞）　　黍　　雄（⊃斌努蕊〕熱，羅r1　達s）北墜舘

　隻6》霧賛翼灘罫縁顯灘奉！．iぐ簾轡蓋身｝），鴬鴇　鐙〉．饗瀬芦瀬鍵ll蘇（二lu，

　　急“。編慧，A慰　漁）鴻藝鋤穏C窺　驚嚇繁矧鉱i　l．l　A無，

　　嚢1ゆ盤譲鋒　　ll（⊃罷，欝鶏奪講篇　　窯21）ゴヒノ蕪三翻暴翁A窺，A鍔

　．、1。i鷺縄嶺1録鷲ガ衰豊）1幸ぎ方尉ぴ7kmの繊＿獲1二iT廓菊、1三では葺羅麹享ノく

．堺、1運牽μノ）桑璽1び譲　）、

　浦島内斑の…ヒ溝讃筑域には鴻こ姦睦矢矧お、，！二び㎜墾二生田原の

ズ各鍛駁鯖毒翼，　、瓶i 1拝ノ蓑／ii．i．二溝濃、二1・、凱盤撚鷺鯨ミ裁i醸1 i治　　護）．

謬、　糞磁質擁蔚説

　本地域の基盤をズ5、鍔轡石は時代未婁詳ミ申翻ノ韓で湧別麟と

翼事1δ醤1 ～貧　1沙畢 i憾綿。、／踊．f本とし弊　i籔磨弓斑礫i撃冴裟、ゴ拶ξ1有し　馬　　｝、、

艦・（為分華曇聾甫墨轡暦恕ハi． ll鳶驚演び或藩雛〔美導ミ盤彗灘檬導ii＿ヒ慧窺携爵一敷こ

員鮫自勺ノ／、煮聾莫1　メ・1払れ、るζ，貰紅／蓋難ま／，よ群1デ野自勺紅1鎌謎i構曇趨ガ1警

し．、くき　ドー一ム・構露繊・義ゴ翼鳶｝3一こと〉び。萎レ、・、，，

　湧脚、、．≧不整合に覆つて鴻之舞膚の角礫質凝Z岩類が

分・布して馬　　）。二本／畢響は／鮒理i騨導の1発達拡ε駐〉憲1薦欝し〆くを、至な

いンびNS～醤4（）ζ3陶’v，2（レv3（ブs箋ダあ讐〉レ、1ま蕪鷺グ）ヌ鷺向馨

傾斜を添す、、比較的下位の瀬準に舘れるむのは緑色角

礫凝萩岩で，， ヒ位σ．）婚）は細粒角礫凝双岩ないL、・集塊岩

ノ豊薄拶髪子器㌧でどちるぐ，

　火成器類には斜長右流紋岩・変朽安多“尉・リソイダイ

4《3一一（警1壽）



匙葺遂源i町海 難付滋の地質鉱床（1。i黙1敬一う

ト質流紋熱籍縞状辮縫寂1螺など（び岩脈および鵡騨準流が凝
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　区域内の蕎地でかなり広く分布し，小矯模の熔揮流と

し．ての雛．著犬＿堵婁㌔　夢ソイダイト1獣演鎌文熱｝・羨、諏；雛藝織流

紋岩および．黄・山岩類がこの例である。一般鑑岩質は新鮮

で1変肇牽窪月辱を受けぐV・ないむ

　婆）　そのず磁

　地域の北部および粥都で，広い分布をジ潮柵安郵i 1岩熔襟
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第3表一地域別にみた場合の地質・鉱床の対比

堆積貴類

構　造

火成岩類鵯

変質作用

鉱化作用

鉱　 床

生田原西部地域（鴻喜鋤唯田聯山）

中生代　湧別層（砂岩・頁岩・礫岩）

新第三紀’緑色角礫凝灰岩

　　　灰色角礫質凝灰岩灘餐

湧別層中のE－W性単位構造帯

湧別層の分布範囲の周縁をとりまいて分布する新第
三紀層で示されるドーム状構造

N700E，N200E，N60～70QW系の構造線の発達

斜長石流紋岩・変朽安山岩・（縞状流紋岩）

リソイダイト質流紋岩（ネバダイト質流紋岩）

リソイダイト質流紋岩・縞状流紋岩・安山岩岩脈

各種安山岩熔岩

各岩質とその分布には構造的規則性がある。

局所的変質作用が著しい

緑泥石化作用・珪化作用・炭酸塩化作用

硫化鉱物に富む

尊60～70。W系の銅・錯・亜鉛鉱床

N－S系の銅・鉛・：亜鉛鉱床

　（一部には浅所高温型の鉱床が存在する）

赤鉄鉱鉱床

N40～600E系の金・銀鉱床

構造的に上部には金・銀鉱床が，下部には銅・鉛・
亜鉛鉱床が胚胎する。

湧別層中の銅・鉛・亜鉛鉱床，赤鉄鉱鉱床

鴻喜鉱山・生田原銅山・矢矧鉱山大成坑

斜長石流紋岩およぴ緑色角礫凝灰岩中の銅・鉛・亜1
鉛鉱床

矢矧鉱山辰巳坑

斜長石流紋岩および緑色角礫質凝灰岩中の金・銀鉱
床

矢矧鉱山

生田原東部地域 （北ノ王鉱山～佐呂間鉱山）

中生代　湧別層（砂岩・頁岩・礫岩）

新第三紀

　　　酸性角礫質凝灰岩（流紋岩質）

　　　泥岩・砂岩の薄層を含む

湧別層中のEW乍N60。E性の単位構造帯

N70QE系の構造線の発達

リソイダイト質およびネバダイト質流紋岩岩脈

広域の変質作用が著しい

珪化作用

硫化鉱物に乏しい

N50～700E系の金。銀鉱床（低品位）
　（まれに黄鉄鉱・黄銅鉱を伴なうことあり）・

構造的に上部にも下部にも金・銀鉱床

（狸認零翻訟ξ鎌綴s性の細脈）

N60wo系の水銀鉱床

湧別層中の金・銀鉱床

佐呂間鉱山・千歳鉱山・大宝鉱山

酸性角礫質凝灰岩および流紋岩中の金・銀鉱床

隆尾鉱山・北ノ王鉱山・生田原金山・昭和金山

北辰鉱山・泰北鉱山
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北海道生田原町鴻喜鉱山付近の地質鉱床　（山田敬一）

床に類似している。

　8．4　上生甲原赤鉄鉱鉱床

　本鉱床は大成鉱床の西方約1kmの地点にあり，鉱床

露頭は浦島内川の北岸およ参南岸に南北約2kmの範四

に点在している。本鉱床は発見の歴史が古いにもかかわ

らず現在まで放置されたまXになつている。

　鉱床は湧別層の砂岩・砂質頁岩中に胚i胎するレソズ状

鉱体で一部脈状をなすものがある。走向はEW性めも

ので石英一赤鉄鉱からなり，褐鉄鋸化作用を受けてい
る。

　赤鉄鉱はすべて針状結晶でその長さは2～3mm程度

で放射状集合をなし，結晶の周縁あるいは割れ目に沿つ

』て褐鉄鉱に交代されている。　　　　　　・　　．

9．鉱化作用の特徴

　本区域においては造構造運動の発展に伴なつて火成活

動の質的な変化，およびこれらに対応する鉱化作用の変

化が認められる。鵯

　地質構造的に本区域は，湧別層および鴻之舞層の分布

や構造で示されるように，1つのドーム構造帯と考える

ことができる。このドーム構造帯は火成活動や鉱化作用

の点で1単元をなすものと考えら紅る。このような関係

については第2～3表に示した。

　本区域では金・銀鎗床，銅・鉛・亜鉛鉱および赤鉄鉱

鉱床はそれぞれ単独で存在している。これを構造のうえ

から見れば比較的上部位置に金・銀鉱床が胚胎してい

る。・銅・鉛・亜鉛鉱床については，個々の鉱床では鉱脈

の性質，構造は比較的単調であつて，種々の組合つたも

のは認められない。この種鉱床は，黄鉄鉱を主とする鉱

染状脈，黄鉄鉱を主とし黄銅鉱を伴なう網状脈，黄鉄

鉱一黄銅鉱一閃亜鉛鉱一方鉛鉱からなる角礫状および塊

状ないし縞状脈に区別される。これらは脈の形態，脈構

造の相互関係および鉱石鉱物の性質からみて，鉱化作用

の初期から中期の各段階を示すものと考えられる。この

ような鉱化作用がきわめて分化した形態を示すのが本地

域の特徴と考えることができる。したがつて個々の鉱脈

中にみられる鉱石鉱物の晶出順序を直接対比する資料に

乏しいが，．本地域全体を総括したものを一応第4表に示

し
、
た。鉱右鉱物中では，本調査によつて矢矧鉱山辰巳鉱

床から磁硫鉄鉱の産出をはじめて確がめた．従来，北見

鉱山西望鉱床において磁硫鉄鉱の産状が報告されていた

が今回の産出は中部地域における唯一の例である。本地

域においてもこの種鉱物の産出が確かめられたことは，

・銘化作用において中部地域全体塗通じての共通性がある

ことを暗示するものとして，今後さらに研究を必要とす

第4表　鉱物晶出順序
鉱 北　　作　　用

鉱　物　名
初期 ‘中　　期 末　期

重
1

一黄　鉄　鉱
一 一　　1　｝■　　1　　【1’

1黄　銅　鉱，
嗣 　一■一一I
i
6
1

閃亜鉛鉱 1　“　　　　　　　　　・一一
｝
1 一

方　鉛　鉱

I
l
　
　
　
＿
（

一破

磁硫鉄鉱 圓　　　　　　　　．

砕

赤　鉄　鉱

一作

自　然　金
用 剛

輝　銀　鉱
）
1
雄
I
I

凹
I
l
　
幽 幽圏圏一』＿万　英　工
【
1

I
I

石　英　皿 肝
監

　　甚
　　1＿　　1　一開・緑　泥　石 1

1　11

永　長　石
量
l
I
I

嗣

方　解　石 1
1 一

（表中石英1は銅・鉛・亜鉛鉱床に伴なうもの，石英H：は

金・銀鉱床を形成するものである）

る。

赤鉄鉱鉱床は銅・鉛・亜鎖鉱床および金・．銀鉱庫にみ

られる一連の鉱化作用によつて生成された熱水性鉱床で

あつて，これも今後北見中部地域における鉱化作用を総

括する際の1つの特徴を示すものである。

10．あとカミき

本調査によつて得られた成果は第3表に総括したとお

りである。この調査によつて地域の構造的特性を明らか

にし，また火成活動の発展過程をやや詳細に検討した。．

鉱床に関しても，そめ産状，構造，鉱石鉱物に？いて検

討を加えた。同時に鉱化作用の各時期に晶出した黄鉄鉱

について研究を進めその分類を行なつた。これらの結果

は今後さらに北見中部中地域における調査研究を進める

ためり基準となるので，将来充分に検討しなおしたう之

で全体としての火成活動，鉱化作用の特徴を明らかにす

るための1階程となるであろう。

　　　　　　　　　　（昭和33年5月～6月調査）
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図版1 安山岩質凝灰岩
　＋　　ニコノレ　　　　×　20

図版2
　　　　　　　　　　　　　　　一mm
緑色角礫質凝灰岩（辰巳坑付近）
propylitization，carbonitizationが著しい〇

　　　＋　 ニコノレ　　　　×　20



図版3　両輝石安山岩
（浦島内川本流，変朽安山岩を貫く岩脈）

　　＋　　ニコノレ　　　　×　20

0 1m『n・

」嘲国＿繭“闘闇騨幽剛一ロー5．！

図版4　変朽安山岩化作用を受けた安山岩
　　　（浦島内川支流武利意越の沢）

　　　　十　　ニコノレ　　　　×　20



mm、

図版5　斜長石流紋岩（浦島内川本流）

　　＋　
ニコノレ　　　　＞く　20

　　　　　　　　o一」mm
　　図版6　　斜長石流紋岩を原岩とする脈化部

　　　　（矢矧鉱山辰巳坑坑内）
斜長石斑晶の部分は緑泥石一石英に交代され，わずかにそのレリクト

が認められるQ石基はほとんど珪化期の石英に置き換えられるg

　　　畦二影ル　x2Q



難羅

0 lmm

図版7 局所的な珪化作用を受けた斜長石流紋岩
　　　（浦島内川本流）
　　＋　　ニコノレ　　　　×　20
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　　　　　　　図版8　斜長石流紋岩の脈際変質相（矢矧鉱山）
　　　　　　　わずかに斑晶の外形を残して，炭酸塩鉱物に置換される・

　　　　　　　　　　　　　ニコル　 ×20
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図版9　鴻喜鉱山2坑5脈
黄銅鉱一黄鉄鉱の共生関係の一例
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鉱化期の黄鉄鉱　結晶の外形と構造線がよく

一致しているQ反応を示さぬものもある。
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図三版11一鴻喜鉱山2！坑黄鉄鉱の食像（200。Cに加熱）Q

　　　　図版10の一部を拡大したもの。

図版12

　　　　　　　　　　　O　　　　　Q2mm
　　　　　　　　　　　一同上　結晶外形にほぼ平行な洞巻状条線。

図版10の一部を拡大したものQ
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　　図版14　生田原銅山
閃亜鉛鉱中の黄銅鉱　定方向性あり。図版13の閃亜鉛鉱の一部

を拡大したもの。
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　　図版15　矢矧鉱山縞状石英脈
珪化の石英一モザィク～柱状の石英一細粒柱状石英の縞状構造が

よく発達している。
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　　　　　　　　　　　　　o－3m瓜
　　　　　図版16　赤鉄鉱（上生田原鉄鉱床露頭）



灘灘灘、，麟．，、

　　　　　馨
　　　　　　　　　　　　　　唱～　　　　　　i
　　　　　　一へ類誌を撫

蕪／嬢灘／

籔灘鷲蝦
灘磯灘、憲，，豪

　　　　　　　　　　　　　　　　鱗

慧

灘蝶

灘
　、　　舞

　　　　繊　ド　　自
　沈　黄

融，

菱

護

撫

灘蒙、ξ

撫

盤

葦

繕

饗

毒 撫
嚢

　　　　　　　懸、　　簿
　　　　　　　鞭，蝋

・欝、謬鐘鑑、欝

亭
，
撫
鍵瓢，

鑛羅、．．灘

　　O　　　　　Q5爪m

　図版17　鴻喜鉱山露頭黄鉄鉱
一般に塊状で，わずかに粒状構造が認められる。

購

05mm

図版18　同上200。Cに加熱してKMnO4を滴下した食像
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　　　図版19　鴻喜2坑　黄鉄鉱
　　　やや割れ目に富むがほぼ均一の塊状結晶

　　　　　　一」mm　　図版20　同上黄鉄鉱
KMnO4で腐食後200。Cまで加熱してさらにKMnO4を4，5滴滴下し・たQ
おもに立方体の結晶構造線が現われるg




